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量販店の品薄緩和 

農水省卸調査 

 

新米出回りで仕入環境改善 

農水省は、今月 13 日時点で全国のコメ卸に聞き取り調査を実施してスーパーへの納入状況と令和

6年産米の仕入状況を集約し、このほど結果を公表した。スーパー店頭で品薄感が徐々に緩和されつつ

も、5年産の不足を6年産新米で補い切れない状況などを伝えている。6年産の出回りに伴って仕入れ

環境が改善する状況も集約している。卸からの主な見方は次の通り。 

 

【卸売業者からスーパーへの納品状況】 

▷南海トラフ地震臨時情報の発表とその後の神奈川県西部地震などの影響による買い込み需要に

よって店頭での欠品や品薄が発生したあと、全体的には店頭への供給と消費者の需要のバランスがとれ

ていない状況が継続している。 

▷棚にコメがまったくないスーパーは減っており、品薄感は日々和らいでいる。中食・外食向けに主に 5

年産を昨年と同程度、定量で納入している。一方、新米を 2~5倍のペースでスーパーに納入している。 

▷品薄なスーパーでも、今週から品物が棚に陳列されていない時間帯が少なくなり、常時、消費者に

手に取ってもらえるようになった。 

▷主要卸は現在、フル回転で精米し、昨年以上の量をスーパーに納品している。5 年産の手持在庫

の減少を 6年産新米でカバーできず、昨年を下回る納品状況となっている卸もある。 

▷業務用向けの新米切り替え時期を前倒ししてもらい、その分の 5 年産を小売向けに追加供給する

などの対応を取っている。 

▷関西も一定程度は品薄が改善しているが、昨年と同程度を供給しても、依然として需要が旺盛な

状況にあり、改善が遅れているエリアも存在する。 

 

【6 年産の仕入状況】 

①関東地区▷千葉・茨城産はボリュームのあるコシヒカリの仕入れが中心となり、順調に仕入れが進

んでいる。  

▷9 月 9 日の週から北海道ゆめぴりかや北陸コシなどの仕入れ・販売を開始した。精米工場に新潟

コシの入荷も始まり、新米販売は前週以上に増えていく見込み。 

▷9月16日の週以降は、北陸・東北・北海道の主産地の銘柄が順次納入され、アイテム数が増加

する。 

②関西地区▷いままで取り扱っていなかった千葉・茨城産、さらに富山・福井産など北陸の産地から

の仕入れも本格的に始まり、納品に向けた一定のボリュームは確保できつつある。 

▷9月9日の週から兵庫コシや滋賀コシ・みずかがみなどの仕入れ・販売を開始し、新米販売は前週

以上に増えていく見込み。 

▷9月 16日の週以降は、北陸など主産地のコシなどの仕入れ・販売が始まる。 


